
 
 
 

 

 
 

 

 

集合時間は５時５０分。子供たちの兄弟姉妹やお父さんお母さんも加わって、いつもより少しにぎやかな

森の子夜の部になりました。子供たちが描いたにじみ絵のランタンが黄昏に映え、それぞれの子を明るく照

らし出します。夕方暗くなってからの森の子に、子供たちはいつもよりやや興奮気味。ちょっとおめかしし

てる子もいたりして、皆これから何が始まるのか期待に胸をふくらませています。目の前にずらっと並んだ

お月見団子のご馳走。どれから食べようかと子供たちはついキョロキョロ。まずは腹ごしらえからと、お食

事タイムからお月見会が始まりました。食べ始めるとあっという間に緊張もほぐれ、元気にお団子とすいと

んをほおばる子供たち。「おかわり！」の声が飛び交い、たくさんあったご馳走がみるみるうちに空っぽにな

りました。いつもの笑顔が戻り、満腹になった後はゆったり「うたのひととき」です。綱脇さんのフルート

とグロッゲン(鉄琴)、朋子さんのキンダーハープに合わせて「でたでた月が」「うさぎうさぎ」「すすきのう

た」「お月さま」を歌いました。椅子に腰かけて心一つにして歌う子供たちの姿は、まるで月夜を愛でる森の 
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９月に入って残暑厳しいかと思

いきや、度重なる台風に暑さま

で吹き飛ばされてしまいました

ね。一雨毎に秋の気配が深ま

り、子供たちが楽しみにしている

きのこ採りの季節がやってきまし

た。焚き火で作るきのこ鍋が楽し

みですね
２００３．１０月 

９月１２日金曜日、「森の子お月見会」が開催されました。 



 

妖精のようでした。つづいて「こどもＶＳおとな綱引き」のはじまりはじまり。子供たちは負けるもんか

と顔を真っ赤にして、力の限り綱を引き寄せます。大人たちもつい真剣になりそうなところをグッとこらえ

て（？）よいしょ、よいしょ。一回戦は保護者の勝ち、二回目は引き分け、三回目は子供たちの勝利という

結果でした。（これには深～いワケがあるんですけどね(^^ゞ) 

さあて、盛りだくさんなお月見会のドキドキ企画「ナイトハイキング」の時間がやってまいりました。い

つも歩きなれているお散歩コースなのではありますが、なんせ前も後ろも真っ暗闇の森の中、昼間とは勝手

が違います。頼りになるのは持参した懐中電灯だけです。子供たちはお父さんお母さんとしっかり手をつな

ぎ、身を寄せ合って夜の森へと歩き出しました。初めのうちは恐怖感のためか会話も少なめな子供たちでし

たが、すぐに、何かを発見した子、お化けの真似をしてみせる子、楽しくてお話する子たちの声が飛び交い、

ワイワイにぎやかな森の子ご一行様☆になりました。 「そういえば、今日はお月見会だけど・・月を見た？」

「出発する時は雲で見えなかったよ。」「あ・・屋根の上があんなにあかるい・・・。」「？」「？」「？」「？」

「わ～～～～！！」「満月だ！！」「まんげつだ！」森を抜けて明るくなったと思ったら、まんまるぴかぴか

のお月様が雲間から顔を出したところでした。話題の火星もきれいに見えました。子供たちは夜の森を歩い

た達成感と安堵感に満ちて、お月様に負けないくらいのまんまる笑顔でいっぱいでした。 

 

残念ながら参加できなかった小久保遼平君、弟の優作君のお誕生、おめでとう。 

遼平君の描いたにじみ絵のランタンはとても美しく輝いていましたよ。 

お団子作りをしてくれた依田先生、子供たち、ご苦労様でした。 

すいとんを手作りしてくださった依田先生、子供たち、朋子さんどうもありがとうございました。 

 

  りんちゃん無事出産おめでとう。 

  

９月１１日木曜日早朝、りんちゃんこと小久保倫子さんが、穂高病院にて男の子・３４４０ｇを出産さ 

れました。夜中の１時頃から始まった下腹の痛みに、『はじめはまさか陣痛だとは思わなくて、てっきり 

ここのとこ悩まされてる下痢だと思った』とのんびり構えていたりんちゃん。がしかし、その思いとは 

うらはらに容赦なく迫り来る猛烈な便意はいっこうにおさまることなく、次第に狭まる排便間隔に、さ 

すがのりんちゃんも『これぞまさに陣痛』と確信。寝ていた家族を起こし、再度時間チェックした時に 

は、もはや痛みは１２分間隔というところまでに達していたらしい。 

急いで病院に駆けつけたのは明け方４時半のこと。すぐに分娩室に入り、ご主人と遼平君の立ち会い 

のもと、産みの苦しみにのたうちまわること２時間１０分。無事赤ちゃんがうまれたのは、夜もすっか 

り明けた朝の６時４０分頃でした。 

事の一部始終を見届けた遼平君は、開口一番、『・・。おかあさんが、かいじゅうみたいだった・・。 

あたまからでてくるなんて・・・。』とお兄ちゃんになった喜びを熱く語ったそうです。 

赤ちゃんの名はご主人とりんちゃんとで考え、優作（ゆうさく）君と命名されました。母子共に健康で、 

今は自宅でゆっくりしているとのことです。りんちゃん、どうもお疲れ様でした。 

 

 

森の子活動日記は下記のホームページでご覧いただけます。 

http://www.ultraman.gr.jp/̃shalom/2003.8morinoko.htm 

 

 



 

  いっちゃんが北小運動会に参加しました。 

     

９月２０日、穂高北小学校運動会において、狩野いづみち 

ゃんが「はたひろい」をしました。よ～いドンの合図で一列に 

並んだ子供たちが走り出し、ゴール近くに置いてある旗を拾う 

というものです。いっちゃんは、ちょっぴり緊張した表情も見 

られましたが、この日のために応援に駆けつけてくれた依田先 

生の姿をみつけてほっと一安心。お母さんと妹のはるなちゃん、 

森の子のお母さんの声援を受け、快調なスタートで元気よく旗 

をひろっていました。あと半年で一年生になるいっちゃん、 

いつにも増してかっこよかったよ。 

 

 

 

 
 

シャロムの雑貨屋さんの窓に、かわいらしい折り紙が 

貼ってあるのをご覧になりましたか？あまりの美しさに 

是非私も挑戦してみようかな・・と思われた方もいらっ 

しゃることと思います。この 16 角形や 8 角形のこの花 

たち（？）は、誠君のお姉さん、愛美ちゃん(小２)による 

お手製だそうです。とてもきれいですね。使われている 

折り紙はトランスパレント用紙というもので、シャロム 

雑貨屋さんにて入手可能です。500 円と 800 円の２タ 

イプがあり、色も豊富なのでお好みで揃えてみてはいか 

がでしょうか。詳しい折り方は森の子ロッカーの入り口 

付近に貼ってありますので、どうぞ参考になさってくだ 

さいね。 

 

 

 

「はたひろい」ってなあに？ 

はたひろいというのは、文字通り「旗」を「拾う」

競技種目のこと。来年１年生になる６歳児（年長さ

ん）が入学予定の小学校に招かれます。旗は A4 サ

イズの紙製、校章がコピーされています。ちなみに

穂高西小と穂高南小もはたひろいをします。 



 

 

 

 

子供の頃、いろんなことを想像した。 

傘をさしていた時、もし、このまま、どこかに飛んでいってしまったら・・。 

もし、世界中の時間が止まって、自分だけが動いていたら、 

お菓子やさんに行って、好きなだけお菓子を食べようとか。 

寒い日、人間も冬眠できたらなあとか。 

              きっと、みんなそういうことは、一度は考えたことがあるんだろうな。 

でも、私は今もそんな癖が残っていて、 

友達に話すと「ほら、始まった。」と言われる。 

もっと、豊かな発想ができたら、役にたつのになあ・・。 

               

ｂｅｉｊｏｓ Ｙｏｄａ 

 

 

 

 

 

辰口智子さん   

                        東京生まれ千葉育ちのひつじ年です。信州で過ごした年数が人生の半分となり、 

ここがふるさととなりつつあります。それでは最近の私を紹介します。 

最近コーフンした事・・・８月に見た稲葉浩志（Ｂ’s）の生ジャンプ＆生シャウト。かっこよすぎる。 

最近感動した本・・・・・山崎豊子「沈まぬ太陽」 

最近カンドーした本・・・「エロイカより愛をこめて」20～２６ 

この秋したいこと・・・・天体観測、果実酒作り(秋バージョン)、子供とキャンプ、子供と山登り、 

              たき火（いろんな所でいっぱい）、読書、ぬいもの 

                      。。。。辰口さん、ご協力ありがとうございました。。。。 

                                                        

 

 

 

 

 

 

編集後記  

日々の忙しさに追われ、皆様の「おたより慌てなくていいよ～」の温かい声援？に励まさ 

れ？？ついつい係活動を伸ばし伸ばしにしてしまいました。ほんっとに発行遅れちゃって 

ごめんなさい、です。頼れる広報仲間のりんちゃんが無事男児を出産されてほっとしたの 

も束の間、ふと気づけば私ひとりでどうしましょ～と慌てる始末。原稿を書こうと思って 

八面大王の足湯につかれば、おしゃべりなおばあちゃんにつかまってしまって参った参った。 

次号こそはもうちょっとしゃんとしなきゃな～。 

 



 

 

 

 

 

 

 

  安曇野お役立ち情報 

◆穂高町緑の学習会 秋の自然観察会 １０月５日（日） 

穂高悠生寮南側の広場 午前９：００～正午 講師/清澤由之先生ほか  お問い合わせ Tel ０２６３－８２－５７６４ 

きのこ採取と自然観察、きのこ汁を作る 参加費/３００円 持ち物/きのこ図鑑（あれば）、雨具、水筒など 

 

◆フリーマーケット １０月５日（日） 

豊科サティ屋上にて  午前９：００～午後３：００ 雨天中止  お問い合わせ Tel ０９０－８３２８－０１９８ 

◆ハロー安曇野フリーマーケット  １０月１２日（日） 

松川村とんぼ玉美術館  午前１０：００～午後３：００ 搬入午前８：００～   お問い合わせ Tel ０２６１－６２－８６００   

雨天の場合 13 日（祝）開催 出店者募集中、１区画２．５平米 １，０００円 

 

 

◆安曇野やまびこ祭り  １０月１２日（日） 

豊科町南部総合公園   お問い合わせ 豊科町、三郷村、堀金村広域観光協会協議会 

豊科町、三郷村、堀金村の物産展、出演者を公募する音楽祭、フリーマーケット、豚レースなど 

  

◆ クラフトピクニックまつもと １０月１１日(土)１２日(日) 

あがたの森芝生の広場  天候にかかわらず開催  ６７人の製作実演 

ワークショップ入場無料（ただしワークショップ参加は実費が必要） 

・ネームホルダー作り  ・木でつくるビュンビュンごま  ・胡桃での天然塗装  ・山野草寄せ植え  ・オリジナル切り絵マッチ箱作り   

・画用紙遊び  ・消しゴム版画スタンプ  ・スピンドル糸紡ぎ ・ナバホ織り機での経糸はり  ・マグカップづくり  ・卓上機での織物 

・輪ゴムてっぽう組み立て  ・バードコール作り  ・木のおもちゃ：クルリンコ、ぱくぱくわんぴょんにゃん  ・ふわふわ羊の毛を使って 

・縄ない：わら、すげ、しなの皮を使って ・編み物製作指導  ・うさぎポプリ人形作り  ・漆塗り体験  ・楽器作り実演 

・ソーラークッキング：太陽熱で調理   ・ヨーヨー作り  ・だるま作り  ・これだけじゃなくおいしいものもすこしあります。 

主催 松本クラフト推進協会  ℡＆fax０２６３－３４－６５５７  松本市教育委員会後援 

◆アルプススカイグランプリ １１月上旬 

明科町長峰山  ハンググライダー、パラグライダーの競技 



◆あづみ野ワイン祭り １０月１９日（日） 

安曇野ワイナリー 午前１０：００～午後４：３０ 入場無料   お問い合わせ Tel ０２６３－７７－６０１９ 

豪華景品が多数当る２００３新酒券 前売り２，０００円 当日２，５００円 新酒７２０ｍｌ１本、ワイングラス付き 

ステージ 午前１０：３０～三郷村太鼓クラブ １１：２０～大正琴 １２：３０～小林和彦 午後１：３０～アリさ＆ウリさ ２：４０～北川のぞ

み  フリーマーケット出店者募集 １，５００円 ３０ブース 屋台、乗馬コーナーもあり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


